










1.未熟児の対人認知に関する追跡研究 

研究目的 

出生の時点で特別な医療的養護を必要とする未熟児にあっては、かなり長期の母親的養護

が充足されない。愛着行動の形成や、対人的態度の個性的な基礎ともなりうるこの時期に

おける早期の母子接触の希薄さは母子相互の人間関係にどのような問題を投げかけている

のか興味をひく問題である。1983 年の研究では、未熟児の対人認知に関する研究として、

未熟児として出生し1歳前後の発達段階にある児を対象に strange 場面を設定し、母親と

の問にみられる愛着行動を実験的に観察し報告した。1) 

今回の研究は、1983年研究の対象児が3歳になった時点を捉え対人認知の様相を発達的観

点から検討することを意図とした。1 歳の時点で示した母親への愛着行動は 3 歳の時点で

の対人認知場面で、どのような生々発展の様相を呈するのか、一つの実験的場面を設定し

検討した。 


